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Ⅰ  非 s波超伝導体のトンネル効果  
Tunneling effect in non-s-wave superconductors 

 

                                                          住山昭彦  
                                   Sumiyama, A 
 

 重い電子系超伝導体や酸化物高温超伝導体においては、これまでの超伝導体で生じていたs 波の超

伝導状態とは異なる、p 波、d 波、f 波などの異方的な超伝導状態が実現していると考えられている。

この超伝導性を調べるために、UPt3, CeCoIn5, CeIrIn5等の重い電子系超伝導体の上に通常の金属、s
波超伝導体を積層して作成したSNS素子でジョセフソン効果の研究をを行っている。 
 

 

Ⅱ  重い電子系超伝導体の交流／直流帯磁率測定 
AC/DC susceptibility study of Heavy-fermion superconductors 

 

                                                    住山昭彦・本山  岳 
                                       Sumiyama, A., Motoyama, G. 
 

 超伝導量子干渉素子 SQUIDを用いると、同一のコイルで交流 /直流両帯磁率を精密に

測定することが可能である。この測定システムの利点を生かして、UPt3，CePt3Si，CeIrIn5

などの重い電子系超伝導体で観察されている二段階の超伝導転移を詳しく調べることで、そのような

転移が非s波超伝導状態に起因する本質的なものであるのか、試料の不均一によるものであるのかを明

らかにすることを目指している。 
 

 

Ⅲ  超流動ヘリウム３－Ａ １ 相のスピン動力学 
Spin dynamics in Superfluid 3He-A1 phase  

                                                      

山口  明  
                                   Yamaguchi, A. 
 

 

超流動 3Heは P波凝縮相で、内部自由度に起因した Multiple-Superfluid相が出現する。

磁場中では A1相と呼ばれるノンユニタリーな超流動相が現れる。この A1相内では、わ

ずかなマイノリティー成分を除いて、磁場に平行なスピンを持ったクーパー対のみし

か存在せず、超流動成分は偏極していると考えられている。 A1相内に超流動成分のみ

を通すスーパーリークを配置し、スピン流を使った高スピン偏極液体の生成を目指し

ている。  
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Ⅳ  μＳＱＵＩＤ磁束計の開発  
Development of µ-SQUID magnetometer 

                                                      

山口  明  
                                   Yamaguchi, A. 

 
 

ナノスケール微小磁性体の磁化反転過程には、量子効果が強く影響すると考えられ

ている。このような微小な磁性体の磁化反転を粒子１個で観測するため、マイクロメ

ータサイズの超伝導量子干渉素子 (μ-SQUID)を用いた磁束計を開発している。高温超

伝導材料による HTS-μ-SQUID及び、低温超伝導材料による LTS-μ-SQUIDの作成、

性能評価を行っている。  

 
 

Ⅴ  重い電子系超伝導体の研究 
Heavy-fermion superconductors 

                                                      

本山  岳  
                                  Motoyama, G. 
 

 

 セリウム及びウラン化合物を含む強相関化合物の中には、磁気秩序と超伝導の共存を示す物質が存

在する。これら重い電子系超伝導化合物は、相矛盾する性質である磁気秩序と超伝導が共存するだけ

でなく、内部自由度を持つ超伝導など多様な超伝導性を示す。この超伝導性を調べるため、単結晶試

料育成を中心に研究を行っている。また、重い電子系によく見られるこれらの局在性と遍歴性の二重

性をコンプトン散乱実験法や点接合分光法から検討している。 

 

 

Ⅵ  フラストレート磁性体の基底状態の研究  
Study of frustrated magnets 

                                                      

山口  明  
                                   Yamaguchi, A. 

 
 

2次元三角格子やカゴメ格子反強磁性体などでは、磁気的なフラストレーションが存

在し、反強磁性やフェリ磁性などの単純な磁気的秩序状態の描像を描くことができな

い。特に、フラストレート磁性体に対して理論的に予言されている量子的な基底状態

の解明を目指して研究を行っている。極低温、超低温下での、磁化測定、比熱測定、

NMR測定など様々な物性測定を駆使し、フラストレーションの物理の解明を目指して

いる。グラファイトに吸着された 2次元ヘリウム 3や、分子性カゴメ格子磁性体などが、

主な研究対象である。  
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